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　香
北
地
区
の
真さ

ね

経つ
ね

は
、
昔
は
河
内
上
村

と
い
う
村
名
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
の

万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
津
山
藩
に
願

い
出
て
真
経
村
と
改
称
し
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
こ
の
「
真
経
」
と
い
う
地
名
は
、
三

村
真
経
と
い
う
人
物
に
由
来
し
ま
す
。
三

村
真
経
に
つ
い
て
は
、
地
元
で
は
次
の
よ

う
な
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　三
村
三さ

ぶ

郎ろ
う

左ざ
え

衛も
ん

門の
じ

尉ょ
う

越お

智ち

真
経
は
、
備

中
松
山
城
（
高
梁
市
）
の
城
主
・
三
村
修し

ゅ

理り
の

進し
ん

家
親
の
三
男
と
い
わ
れ
ま
す
。
三
村

家
親
は
安
芸
（
広
島
県
）
の
大
名
・
毛
利

元
就
と
結
び
、
備
中
に
お
い
て
勢
力
を
拡

大
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
備
前
や
美
作

に
も
侵
攻
し
、
備
前
の
大
名
・
浦
上
氏
や

そ
の
重
臣
で
あ
る
宇
喜
多
直
家
と
た
び
た

び
交
戦
し
て
い
た
の
で
す
が
、
永
禄
八
年

（
一
五
六
五
）、
美
作
に
侵
攻
し
興
善
寺
と

い
う
寺
院
（
久
米
南
町
）
で
軍
議
を
行
っ

て
い
た
と
こ
ろ
を
宇
喜
多
直
家
の
家
臣
に

火
縄
銃
で
狙
撃
さ
れ
、
死
亡
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
跡
を
継
い
だ
の
は
二
男
の
元

親
で
す
が
、
元
親
は
天
正
二
年
（
一
五
七

四
）、
毛
利
氏
か
ら
離
反
し
た
こ
と
に
よ

り
敵
対
関
係
と
な
り
、
毛
利
氏
か
ら
侵
攻

を
受
け
備
中
松
山
城
を
取
り
囲
ま
れ
、
翌

年
五
月
に
城
は
落
城
し
、
元
親
は
自
刃
し

戦
国
大
名
と
し
て
の
三
村
氏
は
滅
亡
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　当
時
十
五
才
だ
っ
た
三
村
真
経
は
、
家

臣
の
勧
め
に
よ
り
原
平
内
と
土
橋
太
郎
兵

衛
と
い
う
近
臣
を
伴
っ
て
落
ち
延
び
、
河

内
上
村
の
田
村
兵ひ

ょ

衛う
え

の
屋
敷
に
か
く
ま
わ

れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　そ
し
て
こ
の
地
に
土
着
し
た
三
村
真
経

は
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
は
自

ら
が
大
願
主
と
な
り
、
河
内
上
村
の
総
鎮

守
と
し
て
八
幡
宮
を
勧
請
し
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
八
幡
宮
に
つ
い
て
『
作
陽

誌
』
に
は

真
経
村
に
在
り
。
本
殿
拝
殿
共
に
寛
文

元
年
、
池
村
縫ぬ

い

殿の

助す
け

修
造
す
。
天
和
三

年
、
同
氏
再
び
建
立
す
。
祭
り
は
九
月

十
七
日
。
境
内
東
西
五
十
五
間
南
北
五

十
間
。
此
の
村
の
氏
神
な
り
。

　と
、
創
建
年
や
三
村
真
経
に
関
す
る
記

述
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寛
文
元
年
（
一

六
六
一
）
に
修
理
さ
れ
、
天
和
三
年
（
一

六
八
四
）
に
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
池
村
縫
殿
助
と
は
、
津
山
藩

森
家
の
重
臣
で
知
行
二
千
石
、
年
寄
役
で

城
代
を
務
め
て
い
た
池
村
正
武
の
こ
と
で

す
。
池
村
は
天
和
三
年
に
森
家
を
去
っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
直
前
に
社

殿
が
再
建
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
八
幡
宮
は
明
治

四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
現

在
の
香
々
美
北
神
社
に
合
祀

さ
れ
る
ま
で
の
約
三
二
〇
年

の
間
、
こ
の
地
の
守
護
神
と
し

て
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
八
幡

宮
の
灯
篭
や
手
水
鉢
は
香
々

美
北
神
社
に
移
設
さ
れ
、
現
在

も
残
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
て
、
こ
の
地
に
大
き
な
功
績
を

遺
し
た
三
村
真
経
は
、
慶
長
元
年
（
一
五

九
六
）
十
一
月
十
五
日
に
亡
く
な
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
六
十
余
年
後
に
前
述
の

と
お
り
河
内
上
村
を
真
経
村
と
改
称
し
た

と
い
う
の
は
、
村
民
た
ち
に
よ
っ
て
そ
の

遺
徳
が
代
々
讃
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

　真
経
に
は
、
死
後
二
〇
〇
年
以
上
経
過

し
た
江
戸
時
代
後
期
の
文
化
十
年
（
一
八

一
三
）
に
、
三
村
真
経
の
子
孫
達
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
自
然
石
の
墓
碑
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
碑
文
に
は

文
化
十
酉
年
四
月
三
村
一
族
建
之

備
中
国
松
山
城
主
三
村
修
理
進
家
親

三
男

藩
屏
将
軍
伊
与
国
越
智
親
王
後
胤

三
村
三
郎
左
衛
門
尉
越
智
真
経
墓
所

天
正
三
乙
亥
年
作
刕
占
南
郡

　河
内

上
村

　と
、
三
村
真
経
の
出
自
と
こ
の
地
に
来

住
し
た
年
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑

文
や
地
域
に
残
さ
れ
た
伝
説
か
ら
推
測
で

き
る
三
村
真
経
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な

人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
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